
 
 
 
 

 
 
 
NEDO による研究開発型スタートアップ支援事業に関する 

認定 VC の採択決定について 
 
 

DBJ キャピタル株式会社（※1）は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技

術総合開発機構（以下「NEDO」）より、「研究開発型スタートアップ支援事業」

に関する認定ベンチャーキャピタル（以下「VC」）として採択されました（※2）。 
 
NEDO では、研究開発型スタートアップ支援事業の一環として、シード期の

研究開発型ベンチャーに対する事業化支援事業（STS 事業）（※3）を実施してい

ます。同事業では、将来の大型スタートアップとなるシード期の研究開発型スタ

ートアップの創出・育成を目的に、シード期の研究開発型スタートアップに対し

ハンズオンによる経営サポートを行うことができる VC 等を認定し、その認定

した VC と協調して当該スタートアップを支援しています。 
 
DBJ キャピタル株式会社は、「革新的な技術と事業を探求し、世界に大きなイ

ンパクトを与えるため、長期的な支援と信用力の提供を通じて、起業家と誠実に

向き合い共に挑戦を続ける」というミッションを掲げ、これまで DBJ キャピタ

ルファンド（※4）等を通じて、ベンチャー投資を行ってまいりました。 
今回の認定を受けて、シード期の研究開発型ベンチャー企業への投資並びに

ハンズオン支援をより強化してまいります。 
 
 
 
 
 

【注釈】 
（※1）DBJキャピタル株式会社 

DBJキャピタル株式会社（本社：東京都大手町、代表取締役：内山春彦）は、

ベンチャーキャピタル業務を行う株式会社日本政策投資銀行100%出資のグル

ープ会社。フロンティアテック、IT関連、バイオ・ヘルスケア等の国内スター

トアップおよび国内外VCファンドへの投資を実施。 
 

（※2）（2022年度）NEDO認定VCの決定について 
https://www.nedo.go.jp/koubo/CA3_100334.html 
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（※3）STS事業 
NEDO が実施する Seed-stage Technology-based Startups に対する事業化支

援制度。研究開発型スタートアップを支援する国内外のベンチャーキャピタル

やシード・アクセラレーター等（以下、「VC 等」という。）を認定し、その VC
等が出資するシード期の研究開発型スタートアップへ実用化開発助成を実施す

る。 
https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP_100091.html 
 

（※4）DBJキャピタルファンド概要 
ファンド名称 ：DBJ キャピタル投資事業有限責任組合 
出資金総額  ：223.2 億円 
無限責任組合員：DBJ キャピタル㈱ 
有限責任組合員：株式会社日本政策投資銀行 
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